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SUMMARY
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1．はじめに
　自然災害に見舞われた被災地の多くで，災害
の伝承が試みられている．地域の災害の伝承活
動のなかでは，その災害が発生した時の状況を
伝えることも必要であるが，そればかりではな
く，その後のコミュニティの復旧・復興の過程，
さらには災害前の人々の暮らしの様子なども，
後世に伝えてゆくことが地域にとって大切であ
る．こうした災害伝承活動の形態としては，体
験者の語り部活動，記録誌の作成，展示施設の
開設・運営，メモリアルイベントの開催など様々
な方法があり，まち歩き活動もひとつである．
まち歩き活動は，若年者や地域外からの来訪者
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が過去に災害が生じた現場を歩きながら，災害
にかかわる地域の歴史を知っていく活動である．
野外での見聞を通じて，災害をもたらした地域
の自然環境や，被害をうけた居住環境などを現
場で体感でき，災害を五感でイメージできる点
などに特徴がある．
　筆者らは，阪神・淡路大震災や東日本大震災
などの被災地における，災害の記録・伝承を行
うまち歩き活動の支援を行ってきた．そして，
支援の一環として，被災地の人々がまち歩きを
通じた災害伝承活動をより容易に効果的に行え
るように，野外で利用可能な携帯タブレット端
末で稼動する，AR技術（Augmented Reality：
拡張現実）を利用したアプリケーションの開発
を続けている［1］［2］．この災害伝承支援アプリケ
ーションの開発では，単発的なまち歩き学習の
機会に活用されることだけではなく，長期にわ
たる被災地の地域住民による伝承活動を支援で
きることを目指している．そこで，地震からま
だ数年の時期であり，震災復興事業が進められ
ている途上である東日本大震災の被災地と，震
災から20年が経過した阪神・淡路大震災の被災
地の 2 地域で研究開発などを行っている．長期
にわたる継続的な伝承活動に資するアプリケー
ションを開発するために，災害からの経過時間
が異なる双方の被災地住民に役立ちうる機能要
件を整理することが必要と考えたためである．
　具体的な伝承活動の支援として，東日本大震
災の被災地においては，岩手県大槌町の高校や
市民団体による，復興過程の定点写真撮影観測，
震災前の記録の収集整理，訪問客への震災学習
まちある活動などへの支援を行っている．そし
て，これら記録・伝承活動に役立ちうる機能要
件を整理し，開発したアプリケーションを用い
た定点観測活動を協同で実施している．また，
アプリケーションのうち震災伝承活動にかかわ
る基本機能部分のソースコードは，いくつかの
被災地の住民団体に提供し，観光関連機能とあ
わせるなど独自にカスタマイズしたアプリケー
ションの開発も促進支援している．
　一方，震災から20年以上が経過した阪神・淡
路大震災の被災地では，市民による伝承活動の
様態は，震災を体験した市民から体験をしてい
ない若年層や転入者へ一方向的に伝える形態ば
かりでなく，未体験者と体験者とが共に活動し
ていくなかで，改めて地域の災害像を形作って
いく協同作業も重要な段階にあると認識してい
る．そこで，長期の地域のまち並み復興過程を
体感できるとともに，その復興に携わった被災
市民にも思いが及ぶようなまちあるき学習への
寄与を目指して，アプリーションの研究開発を
行ってきた．震災から 20 年にあたる 2016 年 1
月には，神戸市用にカスタマイズした震災伝承
支援アプリケーションを一般公開するとともに，
当該アプリケーションを利用したまちあるき活
動を行ない，開発結果の検証を行った．
　本稿では，まず拡張現実や写真などを利用し
た伝承活動の位置づけを概観する．次に，開発
した災害伝承支援アプリケーションのコンセプ
トや機能を記載する．その後，本アプリケーシ
ョンを利用して実施した，阪神・淡路大震災被
災地でのまち歩き学習の内容と，アプリケーシ
ョンの有効性に対する利用者の評価結果を報告
する．最後に，得られた知見や災害伝承支援ア
プリケーションの今後の研究開発の方向性への
考察を記す．
　なお筆者らが，東日本大震災の被災地で継続
している本アプリケーションを利用した震災伝
承支援活動については，本稿とは別にあらため
て報告を行いたい．
2．写真と拡張現実を用いた災害伝承
2.1　AR 技術と防災分野の導入事例
　AR技術は，「現実世界に情報を追加して提示
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し，現実世界の意味を拡張する」ことなどとさ
れる［3］．AR 技術を用いた民生用のアプリケー
ションの事例は，現実には存在しない仮想のキ
ャラクターを，疑似的に眼前に存在するかのよ
うに表示させるアプリケーションなどである．
こうした AR 技術を容易に利用できるプラット
フォームとして，カメラや大画面ディスプレイ，
GPS，地図ソフトなどが搭載されたスマートフ
ォンやタブレットなどの携帯端末が近年急速に
普及したため，AR 技術を用いた携帯アプリケ
ーションの利用も広まっている．
　防災分野においても，AR 技術を採用したア
プリケーションが多く開発されるようになって
いる．代表的な事例は，洪水の際に想定される
浸水深や，避難所へのルートなどを表示する一
般個人向けの防災アプリである［4］［5］．将来に懸
念される自然災害の発生時に地域で生じる被害
は，現時点では実存せず視認できないものの，
その地点に関連性の高い仮想的な周囲の状態で
ある．そのため，仮想状態を現地でわかりやす
く表示できる AR 技術は，被害想定結果の周知
とは親和性が高い．
　また，将来の被害想定ではなく，過去に実際
に発生した自然災害や戦災を観光客などの来訪
者へ伝えるため，利用者が過去の写真や音声な
どを視聴できる個人向け AR アプリケーション
も開発されている［6］［7］．戦災の伝承に拡張現実
を用いた著名な例として，第 2 次大戦時の空襲
を疑似体験させる海外事例「touched echo」が
ある［8］．この利用例では，図 1 に示すように，
空襲に襲われた街の橋の欄干に肘をつき耳をふ
さいでいる利用者に対して，骨伝導によって空
襲の音を伝えている．この事例の特徴は，音声
での伝達のみならず，耳をふさぎ俯いているユ
ーザーの姿勢が，過去の空襲の際に当時の市民
が防空壕でとった姿勢と似ていることを援用し，
ユーザーに効果的な疑似体験をもたらしている
点である．視覚や聴覚を通じた情報の伝達に加
え，身体そのもの動きと連動させることの効果
が示唆されている．
　本研究開発では，こうした先行事例での知見
にもとづき，後述するように，携帯端末への分
かりやすいコンテンツの提示とともに，閲覧す
る際の利用者の身体の動きも重要視し，震災伝
承支援アプリケーションを開発した．また，現
地でのコンテンツ視聴による過去の知識取得の
みならず，携帯端末のカメラ撮影や音声録音機
能を活用し，自らも現時点を記録し，将来へ残
す仕組みまで意識した点が新しい特徴である．
2.2　写真と災害伝承について
　人々が蒙った戦争や災害などの災厄を，他者
へ伝える媒体としての「写真」の効果や限界に
ついては，様々な考察が行われている［9］．写真
の特徴として，直感的であり閲覧者の感情への
訴求力が強いこと，絵画に比べて精確であるこ
と，客観的ではなく撮影者の主観も反映してい
ること，などが指摘・議論されており，総じて
閲覧者の関心をまず惹起する媒体としては簡便
で効果的といえよう．
　他方その限界も指摘されているが，これら従
来の考察は，映像を新聞・雑誌あるいは自宅の
テレビなど，災厄の生じた，あるいは，生じて
図 1　音による拡張現実の適用事例［8］
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いる場所と離れた場所で閲覧する状況を前提と
している．これに対して，本研究開発活動で設
定としている写真や動画の閲覧状況は，携帯ア
プリケーションを野外で利用して，関連する写
真を現地で閲覧する状況である．時間的には離
れているコンテンツであるが，空間的にはまさ
に過去に出来事の発生した同一地点で閲覧する
状況である．その効果と限界については，試用
と検証を重ねる必要があると考えられる．
　また，防災をテーマとした調べ学習のきっか
けに写真を利用する取り組みも行われている．
「震災調べ学習プロジェクト」では，学生たちは
まず阪神・淡路大震災に関する報道写真を教室
で閲覧し，撮影された内容から疑問に感じたこ
と，もっと知りたいと思ったことなどについて
調べ学習を始める．写真に映された場面の関係
者や撮影したカメラマンなどへの聞き取りなど
を行っていく．そして，写真に映されていた状
景の意味や，その中にいた人々の物語や思いへ
近づく取り組みである［10］．
　本研究で開発した震災伝承支援アプリケーシ
ョンも，こうした集団的な調べ学習によって地
域の被災史への見識を深める学習の補助を指向
した．またさらに，ある世代の調べ学習によっ
て得られた知見が集積され，次の世代の学習活
動にも活用される，中長期的な学習支援システ
ムを目指している．こうした継続的な情報の蓄
積や 2 次利用を効果的に行うためには，写真記
録や調べ学習で得られた知見などを，電子デー
タ化して処理すること有効である．今回の携帯
アプリケーション開発の構想は，短期的には現
地でコンテンツを容易に視聴できる野外ツール
の実用化を目的としながら，長期的には調べ学
習等で獲得された知見の蓄積と活用をサポート
する災害伝承支援システムの構築を目指してい
る．
3．アプリケーションの開発
3.1　開発コンセプト・目標
　アプリの開発にあたって，災害伝承活動に寄
与できるように，搭載機能や操作性，ユーザー
インターフェースへの要求定義を行った．具体
的には，次の 4 つの開発コンセプトを実現でき
るように機能要件等を定めた．
①　野外の現地において，その場の過去の被
災などの様子を，分かりやすく，能動的に，
実感をもって認識できること
②　その場の街なみの，時間の推移に伴う変
化を認識できること
③　その場の写真・動画を撮影した市民の心
情等の想起につながること
④　利用者において，次世代への記録伝承活
動への参画意欲の喚起につながりうること
　第 1 の要件は，地域で発生した自然災害を，
体験していない者ができるだけ感得できるよう
にするための要件である．本アプリは，様々な
震災伝承活動のうち「まち歩き」の形態での利
用を想定しており，被災現場に立つことを前提
としている．屋内教室での学習ではなく，まさ
に被災した現地での学習であることの意義・効
果が高まるよう留意した．そのため，ユーザー
が現場において，円滑に的確なコンテンツを視
聴できるとともに，写真のみならず文字や音声
など複数のメディアで感知できるようにした．
　さらに，学習者が受動的にコンテンツを視聴
するのではなく，知識習得意欲が湧くよう，イ
ンタラクティブに能動的，意識的にコンテンツ
を視聴するよう操作性をデザインした．
　第 2 に，地域で過去に発生した災害を，その
コミュニティにおける長い時間の流れのなかで
把握できることを要件とした．地域で発生した
「災害」は，その地震や津波が起きた日の出来事
のみに集約されるものではない．災害前の地域
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の暮らしから，災害後の現在に至るまでのコミ
ュニティの復興過程，さらに将来のイメージま
でを含めて，その地域における「災害」という
ものを捉えられるようなに機能設計をした．
　また，このように利用者が過去から現在，未
来への時間の流れを意識することは，後述する
第 4 の開発コンセプトである「伝承活動への参
画意欲の喚起」の前提としても重要と考えた．
　第 3 に，過去の記録を現地で携帯端末を用い
て視聴する際に，「撮られた写真」を野外で閲覧
するだけではなく，その「写真を撮影した市民」
が，まさに同じ場所にかつて存在し，何かを思
い記録をしていたことに，参加者が思い至るよ
うに意図して設計をした．建物やまちなみとい
った外形の変化の認識だけではなく，そのまち
の推移のなかで暮らし，ともに歩んだ地域の人々
の営みや思いの年月についての認識も深まるよ
う意図した．
　また，自分と同じ位置でかつて写真を撮影し
た市民の存在を意識することは，やはり次の第
4 の開発コンセプトである「伝承活動への参画
意欲の喚起」に寄与すると考えた．
　第 4 に，ユーザーが過去を分かりやすく知る
ことに加え，ユーザー自身もまた，現状を記録
し後世へ伝える継承活動に参画したいと思う意
欲の促進につながるツールとなるよう目指した．
そのために記録機能を搭載するとともに，自分
が追加した新たな記録にもとづき，次世代の誰
かが同様の活動を行ない，さらに次世代の活動
へ引きつがれていく，そうした長期的なイメー
ジが持てるように意図した．
　以上の 4 つの開発コンセプトにもとづき，具
体的な機能やインターフェースを設計し実装し
た．稼動する端末は，iOS 4.0 以上を搭載した
タブレットおよびスマートフォンである．
3.2　アプリの機能
⑴　地図表示機能
　アプリ起動後の初期画面は，図 2 に示すよう
な地図画面とした．地図画面上には，当該地域
で記録され，蓄積されている写真や動画などの
コンテンツの存在する観測点が，ピンで一覧表
示される．ピンは色彩によって 6 種類に分類さ
れ，管理者の設定により，コンテンツの種別ご
とに表示できる．例えば，撮影者別，写真や動
画などのメディア別，あるいはテーマ別などに
表示できる．
　そして，地図上には端末の現在地，すなわち，
利用者の位置が表示される．この機能により，
ユーザーの近傍にある観測地点を容易に認識で
きる．また，当該被災地の地理に詳しくない来
訪者でも，現在位置がわかりやい．
⑵　コンテンツ視聴機能
　地図上で，観測点を示す任意のピンを選択す
ると，当該観測点で記録され登録されたコンテ
ンツの視聴画面に遷移する．コンテンツは，静
止画あるいは動画の 2 種類であり，図 3 に示す
ように「災害前」「災害当時」「災害後」「将来」
の4時期に分類され登録されている．「将来」カ
テゴリには，復興事業終了後のイメージ図など
を格納する．また，各時期のなかでは，複数時
点のコンテンツも格納できる．例えば時代区分
「災害後」カテゴリのなかに，震災 5 年後，10
年後，15年後などの複数の時期の写真を格納で
きる．これらの機能により，災害前から現在，
将来にいたる時間の流れを把握できる．
図 2　地図表示画面
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　また，写真や動画コンテンツに属性として付
与された撮影方向にもとづき，表示画面右上の
コンパスによって撮影方向がユーザーに表示さ
れる．この機能により，現在の街並みが著しく
変わっている撮影地点においても，過去の写真
の撮影方向を容易に認識することができる．
　各時代カテゴリのなかでサムネイル表示され
る複数の写真のなかから，1 枚の写真を選択す
ると，選択された写真が画面全体に拡大表示さ
れる．拡大表示された過去の写真画像を，背面
カメラで映される現在の風景の上に半透明に重
畳表示できるよう，スライダーボタンを設けて
いる．
　この半透過機能により，第一に，現在の街並
みや建物などの実景と，過去の写真との比較が
容易になる．たとえば，震災時の損壊した建物
と，再建された現状の建物の比較がわかりやす
く行える．第 2 の効果として，過去の写真と現
状が，できるだけ一致するようユーザーは自然
と体を動かす．このインタラクティブ性によっ
て，受動的なコンテンツ閲覧ではなく，より能
動的，意識的な視聴となり学習効果の増すこと
が期待される．そして第 3 の効果として，2 つ
の画像の画角をできるだけあわせようとする身
振りを通じて，写された映像の内容だけではな
く，かつて同じ位置に立ち，同じ方向を眺めて
撮影をした記録者の存在へユーザーの意識が惹
起されることを狙いとした．
　さらに，撮影者の意図や思いがより伝わるよ
う，撮影写真の説明などを，文字で呼んだり音
声で聴いたりすることができる．また，図 4 に
示す動画コンテンツを視聴する際には，文字説
明のほか，映像と同時に録音された撮影者の肉
声を聞くことができる．このように視覚資料を
補完する，文字や音声情報によって，ユーザー
が記録者の心情に近づけるよう留意した．
⑶　コンテンツ登録機能
　時代区分「現在」カテゴリを選択すると，画
面には背景カメラに映る現状の街並みが表示さ
れる．このモードで，ユーザーは眼前の現状を
写真で記録し，サーバーに登録することができ
る．さらに，撮影した状景の説明や自分の感想
などをテキスト入力，および肉声で録音できる．
この登録機能により，例えば2016年 1月に撮影
や録音されたデータが追加登録されると，翌年
に同地点を訪問するユーザーは，1 年前となっ
た2016年時点の記録を，時代区分「災害後」カ
テゴリ内の新たな復興過程の一つの記録として
視聴できることになる．
図 3　写真表示画面 図 4　動画表示画面
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⑷　開発の経緯
　上記のアプリケーションの開発を，段階的に
行った．まず，登録機能を有さない視聴機能の
みの初期バージョンを，平成21年台風第9号の
被災地である兵庫県佐用町での利用を想定し
2012 年に開発した［1］．浸水被害をうけた地域の
自治会では，水害後に，外部からの視察団への
現地説明を頻繁に行っていた．そこで，自治会
役員が水害発生時の様子を説明する際の補助ツ
ールとして開発した．アプリケーションには，
自治会が作成した災害記録誌に掲載された写真
を搭載し，閲覧機能のみを実装して提供した．
　その後，阪神・淡路大震災および東日本大震
災の被災地における，長期的な復興過程の記録
と伝承の活動支援まで開発目標に広げた．そし
て，佐用町での試用評価結果に基づく機能改善，
および，上記の目標実現のために登録機能など
を追加する拡張開発を行った［2］．
　災害伝承支援アプリケーションの閲覧機能や
登録機能は，どの被災地の利用でも共通する汎
用的な機能である．ただし，同一アプリケーシ
ョンに，複数の被災地のコンテンツが混在する
と，ユーザーの利便性が低くなる．そこで，ア
プリの基本機能部分のコードは共通化し，コン
テンツを登録するサーバーや，初期画面などを
被災地ごとにカスタマイズして，それぞれ別ア
プリとしてリリースしている．また，震災伝承
活動にかかわる基本機能部分のコードは，被災
地の団体などに提供し，他の観光支援などの機
能とあわせた被災地の各団体独自のアプリケー
ションの開発促進，支援につなげている［11］．
4．神戸市でのコンテンツの整備
　阪神・淡路大震災の被災地である神戸市にお
いて，アプリケーションに搭載するコンテンツ
を整備した．第一期では，甚大な被害を受けた
市の中心商業地域である三宮駅周辺を，第二期
では震災によって大きな被害を蒙り，その後に
震災復興区画整理事業の行われた住宅地である
兵庫区松本地区を主な整備対象地域とした．
　第一期で対象とした，中央区三宮駅周辺地域
は，神戸市の中心地であり，神戸市役所や商業
ビルなどランドマークとなっている建築物が多
い地域である．アプリ利用者にとっては，震災
前から現在に至る街並みの時間変化を視認しや
すいことから，アプリの機能確認などを行う地
域として適していた．また，市内外の来訪者が
多く，アプリケーションをインストールした一
般利用者による利用機会が多いと期待される地
域でもあることから，当初の整備対象地域とし
た．
　三宮駅周辺のコンテンツは，人と防災未来セ
ンターに寄贈を受けた大仁節子氏の定点写真観
測記録資料［12］および，神戸市が HP でオープン
データ「阪神・淡路大震災「1.17 の記録」」と
して公開している写真データ［13］から 26 地点を
選び，各地点における震災直後および復興過程
で定点観測された写真を整備した．三宮駅周辺
のデータ整備を終えた 2015 年 1 月 10 日に，初
期バージョンのアプリケーションを一般公開し
た（参照図 5：https://itunes.axpple. com/jp/
app/1.17memoriaruapuri/id956464954?mt=8）．
その後，アプリケーションのダウロードは，2015
図 5　ダウンロード画面
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年 12 月 1 日段階で，7,500 ダウンロードを超え
ている．
　第二期のデータ整備は，震災によって大きな
被害を蒙り，震災復興区画整理事業の行われた
住宅地のなかから，兵庫県松本地区を選定した．
松本地区は，阪神・淡路大震災によって約 8 割
の建物が倒壊，焼失した．震災 4 ヶ月後には，
まちづくり協議会が設置され，震災復興の土地
区画整理事業が行われた．その際，震災での火
災被害を教訓とした下水道の高度処理水を活用
した「せせらぎ」の設置など，住民主体のまち
づくり提案がなされた．その後，せせらぎの管
理について神戸市と協定を締結し，現在でも，
定期的な清掃活動が住民の手によって実施され
ている［14］．こうした特徴から，震災被害からの
再生を学ぶ地域としてふさわしく，さらに当該
地域周辺には，神戸市立の小中学校のほか高等
学校も存在することなどから，震災伝承活動支
援の実証に適した地域として選定した．
　当該地域では，三宮地域と同種のコンテンツ
に加えて，神戸大学附属図書館震災文庫所蔵の
大木本美通氏撮影の写真を搭載した．さらに，
動画資料として，神戸市広報課職員が震災当日
より継続的に市内各所で撮影したデータも整理
し搭載をした．動画資料には，被災した地域の
風景を収めた動画像とともに，その撮影を行っ
た記録者の肉声も同時に記録されている．その
主な内容は，被災状況など撮影された状景の客
観的説明であるが，撮影者の心情などを伝える
内容も含まれている
5．アプリケーションの検証評価
5.1　評価の項目
　当該アプリケーションの開発目標の達成度を
確認するともに，災害伝承活動における有効性
を考察するための評価検証を行った．アプリを
利用したまち歩き活動を行ったユーザーに対し
て，まち歩き終了後にアンケートを行い，その
内容を分析した．アンケートにおける，アプリ
ケーションの評価項目は，前述の開発目的に応
じて，次の 5 項目とした．
①　分かりやすい閲覧：震災時などの写真を，
撮影された現地で閲覧することで，屋内で
印刷写真を見るより，当時の様子がわかり
やすいと思う
②　意識的な視聴：過去の写真を半透明にし
て，現在と比較する操作ができるので，普
図 6　震災後の松本地区（平成 7年 7月）［14］
図 7　松本地区（まちづくり計画図）［14］
図 8　松本地区（アプリ地図表示画面）
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通に写真を見るだけより，意識的に風景や
写真を見ると思う
③　時代推移の認識：災害当日の写真に加え，
その後の復興過程や，災害前の街並みの写
真も見られるので，地域における災害の全
体像が，より伝わりやすいと思う
④　撮影者の心情等の想起：動画の肉声を聞
いたり，文字の説明を読んだりすることで
写真を見るだけより，撮影者の気持ちが想
像しやすいと思う
⑤　記録伝承活動への参画意欲向上：過去の
写真を見たうえで，自分で今の風景を写真
撮影し，端末に保存できるので，より記憶
や災害の伝承に繋がりやすいと思う
　上記の 5 項目について，それぞれ「とてもそ
う思う」「ややそう思う」「あまりそう思わない」
「全くそう思わない」の 4 尺度で評価を尋ねた．
　このほか，自由回答を設け，アプリケーショ
ンの機能や，アプリケーションを用いた野外に
おける震災伝承活動に対する意見を収集した．
5.2　アプリケーションの利用
⑴　概要
　アプリケーションの評価検証を，松本地区に
おいて，地域外部からの訪問者と地域の若年者
を対象として行った．両者とも松本地区におけ
る震災および復興過程の知識に乏しい点は共通
している．そして，前者のグループによる利用・
評価では，旅行者など被災地外からの来訪者へ
の災害伝承におけるアプリケーションの有効性
等の評価を目的とした．後者は，被災地に居住・
通学などで関わりのある震災を経験していない
若年者や転入者による災害伝承活動での評価と
して設定した．
⑵　地域外からの訪問者による利用
　地域外からの訪問者として，全国の自治体の
防災担当者を対象として，災害伝承活動におけ
るアプリケーションの利用効果の評価を行なっ
た．当該活動は，人と防災未来センターが開催
している災害対策専門研修マネジメントコース
「ベーシックコース」の一環として 2015 年の 6
月に行った．
　40 人を対象とした 2 時間 45 分の研修を同日
に 2 回行なった．参加者には，前半 1 時間半程
度で，松本地区における地震による被害状況と
震災後のまちづくり協議会などによる復興の取
り組みについて説明がおこなわれた．その後に，
現地での屋外研修を 1 時間程度実施した．屋外
研修では，4 名に 1 台ずつの配分で，アプリケ
ーションをインストールしたタブレットを貸与
した．このほか，対応端末を有する研修生には，
所有端末へのアプリケーションのインストール
を促した．アプリのインストールおよび利用方
法を説明した概要資料を配布するとともに，補
助者が同行し操作の援助を必要に応じておこな
った．
　屋外研修では，火災による被害の大きかった
エリアや，震災後につくられたせせらぎや公園
など，地域における災害やその後の復興事業を
認識しやすい箇所を優先して視察した．そして
研修生は，図 9 に示すように，現地でアプリケ
ーションを利用し，写真による街並みの変化の
図 9　屋外研修の様子
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視認，テキストによる説明文の閲覧，動画によ
る映像や撮影者の肉声の視聴などを行った．ま
た，同行いただいた地域の住民代表などから，
口頭による説明も行われた．アンケート用紙は，
事前に配布し屋外研修の翌日に回収した．
⑶　地域の若年者による利用
　松本地区に隣接する神戸市立の高等学校の 3
年生を対象に，情報教育の授業の一環として，
震災伝承をテーマとした授業が 2 回の日程にわ
かれて行われた．一回目の授業では，教室にお
ける50分間の講義で，阪神・淡路大震災の基本
的な説明と，震災時に撮影された動画の放映お
よび解説が行われた．二回目の授業では，2 時
間程度のまち歩き学習を行った．8 名の生徒に
対して，2 名に 1 台ずつの配分でアプリケーシ
ョンをインストールしたタブレットを貸与し，
使用方法を説明できる補助者が同行し操作を適
宜補助した．
　まち歩き学習では，屋外研修の場合と同様に，
地域の住民代表などから口頭説明を直接うける
とともに，火災による被害の大きかったエリア
や震災後につくられたせせらぎ公園など，地域
における災害やその後の復興事業を認識しやす
い地点を優先して訪れた．そして，アプリケー
ションを用いてコンテンツを視聴するとともに，
現状の街並みの写真を新たに撮影した．アンケ
ート用紙は，授業終了後に配布し後日に授業の
際に回収した．
5.3　評価の結果
⑴　アンケート結果の概要
　地域外からの訪問者による屋外研修後のアン
ケート結果を図11に，地域の若年者によるまち
歩き学習後のアンケート結果を図12に示す．有
効回答数は，地域外からの訪問者は72票，地域
の若年者は 8 票であり，後者は票数が少ないこ
とから参考値とみなして扱う．
　両アンケートとも，全体的な傾向として，す
べての評価項目について「とてもそう思う」「そ
う思う」をあわせると 8 割を超え，概ね開発目
標の達成に肯定的な結果となっている．以下に，
図 10　まち歩き学習の様子
図 11　アンケート結果（屋外研修）
図 12　アンケート結果（まち歩き学習）
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各項目の評価結果について，関連する自由回答
の内容とともに考察を行う．
⑵　現地での体感的・能動的な視聴
　開発コンセプトの第 1 に相当する「閲覧の容
易さ」と「意識的な視聴」については，両調査
とも「とてもそう思う」との回答が過半数に達
した．また，高校生による自由回答では『今回
まち歩きをしてみて，知らないこと，知ってい
ても実際の場面に居合わせていなかったため，
想像もできなかったことが近く感じられた．』『自
分が立っている場所で，建物が全壊したのだと，
被害の大きさを実感した』など，現地でのコン
テンツ閲覧の効果を指摘する意見が得られてい
る．
　さらに，地域外の訪問者からも『今の現地と
比較することで，当時の状況をよりリアルに感
じることができた』『当時の様子と比較しやすく
体感感がよかった』など，「体感」「リアル」と
いったキーワードが挙げられ，開発目標に対応
した評価内容を得られた．
⑶　時間推移の認識
　第 2 の開発コンセプトのあたる，震災当日の
出来事のみならず，長い復興過程の「時間推移
の認識」が得られたかどうかをみると，高校生
の回答結果では「とてもそう思う」と答えた者
は8割を超え多かったのに対し，来訪者では「と
てもそう思う」と答えた回答者は全項目で最も
低い約 5 割であった．
　この原因としては，外来者である研修生は高
校生と異なり松本地域の風景に見覚えがなく，
住宅地であるためランドマークとなる建造物も
存在しないため時間変化の視認が難しいこと，
などが背景にあると考えられる．
⑷　撮影者の心情等の想起
　第 3 の開発コンセプトにあたる，写真等に映
っている街並みとともに，その風景を撮影した
被災市民の存在への想起がなされたかどうかに
ついても，概ね肯定的であるものの，最初の評
価項目「閲覧の容易さ」に比べると「とてもそ
う思う」と答えた者の割合はやや低い傾向であ
った．ただし，高校生の自由回答では，『震災の
恐ろしさや，復興させるためにたくさんの人々
が関わっていたからこそ現在があるのだと感じ
た．』などの言及があった．撮影された風景のみ
ならず，その地域で被災し，そして復興にかか
わった市民への思いが想起された様子は伺うこ
とができる．
⑸　記録伝承活動への参画意識向上
　第 4 の開発コンセプトである「記録伝承活動
への参画意識向上」につながったどうかについ
ては，両アンケートとも「とてもそう思う」と
答えた者の割合が他項目に比べて低い傾向であ
った．ただし，高校生の自由回答では『写真と
実際の場所を比べてとても変化があって驚いた
し，これからの世代にも受け継いでいかなけれ
ばならないと思いました．』『震災を知らない世
代，小学校や中学校では使ってほしいアプリだ
と思いました．』といった継承活動の意義に言及
した意見もみられた．さらに，自らも世代を超
えた伝承活動に参画する意欲を示した『今ある
日常を大切にしながら，このことを忘れずに，
自分達も伝えられる側から伝えていく側になれ
たらと思います．』との回答もあった．票数が十
分でなく有意な結果とは言えないものの，アプ
リの開発目標に整合した意見も得られた．
6．今後の開発研究にむけて
　本稿では，開発した災害伝承支援アプリケー
ションの有効性を，神戸市における 2 ケースで
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の利用例と調査結果にもとづき評価をしたが，
今後に更なる利用と評価が必要である．今回の
試用評価は，実際の学校の授業や研修事業の一
環で行ったため，全員がアプリを利用した．し
かし，アプリの利用による効果を確実に評価す
るためには，利用した群と，利用しない群とに
分けてまち歩きを実施し，比較評価することが
望ましい．
　また今回の評価は，ユーザーによる単発の利
用機会後の調査にもとづいていた．一回の利用
後の評価でも，アプリの機能やインターフェー
スの効果に関する評価項目については支障がな
い．しかし，第 4 の開発コンセプトである「記
録伝承活動への参画意識向上」に関する評価は，
長期の集団的活動に関わる効果評価である．す
なわち，ある学年の生徒で毎年継続して実施し
たいとと思うようになったか，あるいは，翌年
に後輩の生徒達も引き継いで実施してほしいと
思うようになったか，などに係る評価項目であ
る．その効果を測定するためには，単発の機会
での利用と評価だけではなく，本アプリケーシ
ョンを用いた記録伝承活動を継続して行なった
後に，効果測定を行なうことも望まれる．
　また，継続的な地域の集団での災害伝承活動
での実施内容として，「震災調べ学習プロジェク
ト」［10］のように写真や動画の調べ学習も有効と
考えられる．本稿では，筆者らのグループがあ
らかじめコンテンツの収集，整理や解説の付与
等をおこない，地域の若年者は閲覧と新規の記
録のみを実施した．今後に，学習者が地域の住
民などが所蔵している震災にかかわる写真など
を収集し，その資料に関する聞き取りを体験者
から行った後に，収集したデータをアプリケー
ションに登録することまで含む活動に発展させ
ることができれば，より地域に意義深い災害伝
承活動になるであろう．震災を体験した者と，
体験していない様々な世代の者が対話しながら，
地域の災害の見聞を収集し蓄積していく重層的
な災害伝承の取り組みが，震災から20年を経過
した被災地では重要と考える．そうした伝承活
動に発展させるためには，災害伝承支援アプリ
ケーションの機能向上に加えて，収集するコン
テンツを適切に蓄積し，管理するシステムや組
織体制の構築も必要と考える．
7．まとめ
　被災地の住民や学校などによる集団的な長期
にわたる災害伝承活動の促進補助を目的に，タ
ブレット端末で稼動する震災伝承支援アプリケ
ーションを開発した．開発にあたっては，次の
4 つの目標を設定し，求められる機能やユーザ
ーインターフェースの要件を検討した．すなわ
ち，第一に「野外の現地において，その場の過
去の被災などの様子を，分かりやすく，能動的
に，実感をもって認識できること」，第二に「街
なみの，時間の推移に伴う変化を認識できるこ
と」，第三に「写真・動画を撮影した市民の心情
等の想起につながること」，第四に「利用者にお
いて，次世代への記録伝承活動への参画意欲の
喚起につながりうること」の 4 点である．この
4 つの開発目標を達成できるよう，具体的なア
プリケーションの機能として，過去の写真と現
状を分かりやすく能動的に比較する半透過表示
機能や，新規コンテンツの撮影・登録機能など
を実装した．
　開発したアプリケーションを用いたまち歩き
学習を阪神・淡路大震災の被災地である神戸市
兵庫区松本地区で実施し，利用者へのアンケー
ト調査を行った．設定した 4 つの開発目標に対
するアプリ利用効果については，概ね肯定的な
評価結果が得られた．特にインタラクティブな
写真の半透過表示機能などによって，体感的・
能動的なコンテンツの視聴が行われるとともに，
撮影した市民の心情への想起にもつながってい
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る様子が伺われた．ただし，過去からの長い時
間の流れのなかで災害を認識するためには，同
一地点での複数時期の記録が充実している必要
性が示唆された．今後，地域で所蔵されている
写真の収集や整理も地域の若年者自身が行う調
べ学習も伝承活動の一環として拡張していくこ
とが重要と考えられた．そして，記録伝承への
参画意識の向上をより促すためには，一過性の
活動ではなく，集団での定点観測活動など長期
的な活動行い，その継続性の意義に気づくよう
な取り組みが必要と考えられる．
　今後も，被災地における集団での長期的な伝
承活動のなかで，その活動を支援するためのア
プリケーションと位置づけ，求められる機能等
の改善を行っていく計画である．また，長期的
な集団での記録・伝承活動の継続運用のために
必要となるコンテンツ収集・整理の調べ学習へ
の活動の展開や，コンテンツを適切に蓄積・管
理するための運営体制や仕組みについても検討
していきたい．
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